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研究成果の概要 

 

睡眠は人々の心身の健康の基盤を成す重要な生命現象であり、良質な睡眠を如何に獲得するかは現代

社会の本質的な課題である。本研究では、ヒト睡眠ダイナミクスの人工的操作を実現する基盤技術の開

発に取り組む。睡眠中の脳の状態遷移現象を制御することにより、睡眠薬に頼らない新たな睡眠改善手

法を提案するとともに、脳・精神・身体機能の回復・改善・向上を促すヒト睡眠能力の拡張に資する技

術開発を目指す。 

 

2023 年度は、ヒトの睡眠中の脳状態遷移のダイナミクスを人工的に操作する技術の開発を目的とし、

健常成人において、特定の周波数帯域の非侵襲脳刺激が睡眠ダイナミクスに及ぼす影響を検討すると

ともに、睡眠の質の改善効果について検討した。また、睡眠ダイナミクス操作に効果的な脳状態を探索

するための基礎データの取得を開始し、データセットの構築に着手した。加えて、睡眠ダイナミクスの

個人差の定量的評価を行い、ヒト睡眠ダイナミクスの概念モデルを提案した論文をまとめ、発表した

（Kishi A & Van Dongen HPA, Nat Sci Sleep, 2023）。さらに、ウェアラブルデバイスを用いた睡眠

行動制御に関する研究にも取り組み、個別化睡眠フィードバックが人々の睡眠行動に及ぼす影響を検

討した。 
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